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植物保護に思う

平田敏彦

植物保証とは一体何か、ということを考える時、私は二つのことを思い出して肛立たしくなります0一つは、以前白馬岳

に量った時の事です。大雪謀を過ぎて足場の悪いガレ場を登っていた時、少々疲れたので手頃な岩を見つけて腰を下してい

ました。大雪渓をアリのように行列をつくりながら登ってくる登山者を見下しながら、気分良く汗をぬぐっていると、突然

少し上の方からハンドマイクで此方に向って大声でがなり立てている人がいます0廻りの人の目が一せいに私の方に向けら

れたのですが、私は一体何を言われているのかわからずキョロキョロあたりを見廻しておりました0

横に座っていた人が私に、「どうやら、あなたカ噂を踏んづけていることを言ってるようですよ」と教えてくれました0慌

てて立上ってみると瑚卦に植物の葉が葛の上にかぶさっていて、その一部が私の尻の下に敷かれていたことがわかりました0

ぅゎさには聞いていましたが、白馬岳のお花畑の管理の厳しさに改めて師、された半面、何もあそこまでしなくてもと、せ

っかくのいい気分を壊されたのもあって正直腹が立ちました0結臥そこまでしなくては白馬岳の自然が守れなくなってき

ているという現実があるからとは恩いましたが、何か釈然としない気持が残りました0
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